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や方法論の構築に至っていないのが現状である。そこで，本研究は，質問紙
調査を中心にして，学校と地域の連携の成果や課題等の実態を明らかにし，
連携を円滑に行うための課題を検討し,｢学校と地域の連携推進のためのガイ
ドライン」作成に向けてのステップ。とするものである。
一般的にガイドラインは，行政や第三者機関等が，取り組みのための指針
や基準等の目安を示すものであり，法的拘束力が無い場合が多い。例えば，
文部科学省が示している「学校評価ガイドライン」は，「各学校や設置者にお
ける学校評価の取組の参考に資するよう，その目安となる事項を示す」事が
目的とされ,｢法令の規定や先進的な取組事例,また有識者等の議論を踏まえ，
学校評価を実効性ある取組とする上で指針となるモデルを設定し説明を記
述」している。同ガイドラインには，はじめに「学校評価の目的」が記され
ており，「学校評価の目的，定義及び留意点，期待される取組と効果」等が述
べられている。
山本恒夫(')はガイドラインについて，「理念一行動（実践)」軸，「計画一基

準」軸の２軸のクロスによって4つに領域を示し，それぞれ，①「計画実施の
ためのガイドライン：計画→行動（実践）」，②「理念の具現化ためのガイ
ドライン(理念→計画)」，③｢標準化のためのガイドライン(理念→基準)」，
④「指針となるガイドライン（基準→実践・行動）」の４つに分類し説明し
ている。
ガイドラインは，地域間，学校間に生じた実践の質・量の差を減少し，ど

の地域でも，一定レベルの実践を行う事を可能とする事が期待できる。これ
まで，管理職や担当者の力量や考え方によって，連携の成果が左右されてき
た事は否めない。いわゆる団塊の世代の大量退職により，ノウハウを持った
多くの教員が教育現場を離れる事により懸念される悪影響も最小限に抑える
事にもつながるのではないか。このような観点からみて，ガイドラインの検
討は研究課題としての意義が認められよう。
以上の問題意識から，本稿では，学校と地域連携を推進するための指標と
なるガイドラインの内，特に「計画実施のためのガイドライン」に焦点をあ
て検討する。「計画実施のためのガイドライン」は計画を実施（実践）する場
合の指針となるものであり，例えば，厚生労働省の「新型インフルエンザ対
策ガイドライン」では当該分野における対策内容，実施方法，関係者の役割
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(3)連携を円滑にするために特に重要だと思われる事項
学校と地域の連携を円滑にするために，特に重要だと思われる事項につい
て，下記20項目を提示し，優先順に５つ選択していただいた。集計にあたっ
ては, l位５点 ,2位４点 ,3位３点 ,4位１点 ,5位１点とし，合計点を
示した。表には,lから５位に回答があった度数と優先順位を点数化した合
計を示し，合計点の多い順に並べている（表４）。

表４連携を円滑にするために特に重要だと思われる事項
度 数 合 計

也域任民の3勤捧溌識刀麓制鰯砺乗
菫携のた露画｡義義議義義蕊溌(羅譲職
室携艤篭篭あ夢鐵
凌良(管理職)滅蕊慧驫薫議蕊塞
薩職貿鍾謹騨
趣域どめ蓮鍵め窓薩塗篭篝教職員
鑿校が登地蝿霞鍾摺報提薩
読ﾗｼ裳蕊議め鐙織繼
髪狡垂遮塚溌交菰鍾蟻義
遜域稽報あ収菓
学校教育目標・教育課程への明確な位置で
地域人材バンクの整備
教員の地域行事への参加
地域との連携を担当する校務分掌
職員研修・意識啓発
行政による連携支援事業の推進
連携のための学校内の施設や備品の整備
連携のノウハウが分かるマニュアル
その他
インターネット等の学校の情報化の推進
企 挙 の 古 揺

最も合計点が高いのは，「地域住民の理解・協力体制の構築」であった。
学校運営に住民が参加する事を可能とした仕組みである学校運営協議会は地
域住民の理解を促進し，より強固な協力体制を構築する事に一役買っている
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学校も少なからず存在している。学校教育がいわゆる公費によって運営され
るものであるが，外部からの資金調達に関して，統一的な指針となるガイド
ラインが必要ではないか。

ii教職員の土休日・休日勤務に関わるガイドライン
すでに，事前４週，事後８週で代休を取るなどという条例・規則を制定し
ている自治体も少なくないが，こうした制度を活用する場合のガイドライン
も必要であろう。地域行事への教員の参加は，連携を円滑にする上で重要で
あるとの指摘は多いが，多くの場合，その判断は，学校長に委ねられる。さ
らに，すべての行事に教員が参加するのは不可能である。個々の地域行事等
の学校教育への影響を評価しつつ，ガイドラインを作る事が重要である。
また，事後８週では，例えば，５月始めに実施される行事では，夏休み中

に代休を取る事はできない。この点については，制度の修正も検討する事が
必要ではないだろうか。

iii学校における情報の取り扱い・情報提供に関するガイドライン
情報の取り扱いに関して指針を定める事により，地域住民，ボランティア
が学校内で円滑に活動する事につながっていくだろう。学校では，児童・生
徒に関わる様々な情報が存在し，地域との連携において，どこまで学校外の
人が扱う事ができるのか，その統一的な指針としてのガイドラインが求めら
れる。

iv連携のための組織等，体制づくりのためのガイドライン
校務分掌等の学校内の体制の整備，および，地域の学校支援のための体制
づくりや組織化は急務である｡表２で示したように,組織化されたボランティ
ア，学校独自の人材バンク，教職員の研修などは，その要件としてあげる事
ができよう。今後，事例研究を重ね，要件を洗い出し，体制整備の指標とし
たい。
さらに，教員の負担の問題，予算の問題等に関連して，より少ない労力や

予算でより効率的に実践できるよう，以下ｖのガイドラインの検討について
も提案したい。
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